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■内需が景気をけん引 

ベトナムの 2022年 7～9月期実質 GDP成長率は前年

同期比＋13.7％と前期の同＋7.8％から伸びが大きく高

まった（右上図）。これには、昨年夏に新型コロナの流行

に伴いロックダウンが実施された反動が大きいが、最近

の好調な内需も GDP の高い伸びに反映されている。産

業部門別ではサービス業（GDP の約 4 割）が同＋18.9％

（前期は同＋8.9％）と全体をけん引した。とりわけ、国内

旅行が急拡大していることから宿泊・飲食が同＋172％と

大幅に増加した。 

足元にかけても、内需が緩やかに拡大している。9 月

の小売売上高（サービス含む）は前月比＋0.5％とプラス

を維持しているほか、9 月の新車販売台数も前月比＋

8.5％と増加傾向が続いている。この背景には、良好な雇

用環境がある。7～9 月期の失業率は 2.28％とコロナ禍前

の水準まで低下した。好調な内需を背景に生産面も堅調

であり、9 月の鉱工業生産指数は自動車がけん引して前

月比＋1.8％と高水準を維持した。9 月の製造業 PMI も

52.5 と、景況感の分岐点となる 50 を 12 ヵ月連続で超えて

いる。一方、財輸出は頭打ち傾向にある（右下図）。世界

的なスマホ需要の減速で、ベトナムの最大の輸出品目で

ある携帯電話関連（2021 年の輸出に占めるシェア 17％）

の 9 月の輸出額が前年同月比▲6.8％と低調であった。今

後もスマホ需要の減速が続くことで財輸出全体を下押しす

るとみられる。 

 

■利上げにより景気回復ペースは鈍化へ 

先行きの景気回復ペースは鈍化する見込みである。ベトナムではインフレ圧力が高まりつつあり、9 月の消

費者物価は前年同月比＋3.9％と政府目標上限（＋4％）に迫った。中央銀行はインフレ抑制を目的に、9 月に

1％ポイントの大幅な利上げに踏み切ったが、今後も追加利上げが実施される公算が大きい。それにより、消費

と設備投資に下押し圧力がかかり、景気回復をけん引してきた内需の拡大ペースは鈍化するとみられる。 

一方、景気対策として期待される公共投資については不透明感が強い。ベトナムでは、原材料高や人出不

足、行政手続の遅れ等の理由で公共投資の実行が遅れており、2022 年の予算に対する消化率は 9 月末で

50％にとどまっている。さらに、建設コストの約 2 割を占める鉄鋼やセメントが足元で値上げされており、今後の

投資実行に支障をきたす可能性もある。公共投資の遅れで成長率が押し下げられるリスクに注意を要する。 
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